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【主文】
《
第
一
審
　
（
広
島
地
方
海
難
審
判
庁
）
》

本
件
衝
突
は
、
明
福
丸
が
、
警
告
信
号
を
行
わ
ず
、
衝
突
を
避
け
る
た
め
の
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
左
転
し
て
狭
い
水
道

の
左
側
端
を
航
行
し
た
こ
と
と
、
第
五
末
広
丸
引
船
列
が
、
狭
い
水
道
の
右
側
端
に
寄
っ
て
航
行
し
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
衝
突
を
避
け

る
た
め
の
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

受
審
人
A
　
（
明
福
丸
船
長
）
　
〈
3
）
を
戒
告
す
る
。
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受
審
人
B
（
第
五
末
広
丸
船
長
）
（
4
）
を
戒
告
す
る
。

《
第
二
審
　
（
高
等
海
難
審
判
庁
）
》

本
件
衝
突
は
、
音
戸
瀬
戸
に
お
い
て
、
北
上
す
る
明
福
丸
が
、
動
静
監
視
不
十
分
で
、
南
下
す
る
第
五
末
広
丸
引
船
列
の
通
過
を
待
た

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
が
、
第
五
末
広
丸
引
船
列
が
、
警
告
信
号
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
一
因
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

受
審
人
A
　
（
明
福
丸
船
長
）
　
を
戒
告
す
る
。

受
審
人
B
　
（
第
五
末
広
丸
船
長
）
　
を
戒
告
す
る
。

受
審
人
C
　
（
第
八
末
広
丸
船
長
）
　
を
戒
告
す
る
。

【原因】《第
一
審
　
（
広
島
地
方
海
難
審
判
庁
）
》

本
件
衝
突
は
、
夜
間
、
音
戸
瀬
戸
に
お
い
て
、
明
福
丸
が
、
南
口
灯
浮
標
付
近
で
、
同
瀬
戸
の
東
側
を
南
下
す
る
第
五
末
広
丸
引
船
列
を

認
め
た
際
、
警
告
信
号
を
行
わ
ず
、
衝
突
を
避
け
る
た
め
の
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
後
第
五
末
広
丸
引
船
列
が
、
同
瀬
戸

の
右
側
端
に
向
け
て
斜
航
す
る
の
を
認
め
た
際
、
左
転
し
て
同
瀬
戸
の
左
側
端
を
航
行
し
た
こ
と
と
、
第
五
末
広
丸
引
船
列
が
、
同
瀬
戸
を

南
口
に
向
か
っ
て
航
行
す
る
に
当
た
り
、
同
瀬
戸
の
右
側
端
に
寄
っ
て
航
行
し
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
南
口
灯
浮
標
付
近
を
同
瀬
戸
最
狭

部
に
向
け
て
北
上
す
る
明
福
丸
を
認
め
た
際
、
衝
突
を
避
け
る
た
め
の
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

《
第
二
審
　
（
高
等
海
難
審
判
庁
）
》

本
件
衝
突
は
、
夜
間
、
音
戸
瀬
戸
に
お
い
て
、
明
福
丸
と
末
広
丸
引
船
列
と
が
同
瀬
戸
の
最
狭
部
付
近
で
行
き
会
う
状
況
と
な
っ
た
際
、
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北
上
中
の
明
福
丸
が
、
動
静
監
視
不
十
分
で
、
南
下
中
の
同
引
船
列
の
通
過
を
待
た
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
が
、
末
広
丸
引

船
列
が
、
警
告
信
号
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
一
因
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

末
広
丸
引
船
列
の
運
航
が
適
切
で
な
か
っ
た
の
は
、
第
五
末
広
丸
の
船
長
が
、
警
告
信
号
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
第
八
末
広
丸
の

船
長
が
、
第
五
末
広
丸
の
船
長
に
対
し
、
同
信
号
を
行
う
こ
と
を
進
言
し
な
か
っ
た
こ
と
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
受
審
人
の
所
為
】

《
第
一
審
　
（
広
島
地
方
海
難
審
判
庁
）
》

A
受
審
人
は
、
夜
間
、
音
戸
瀬
戸
を
北
上
中
、
鼻
埼
付
近
で
同
瀬
戸
の
中
央
付
近
を
右
側
端
に
向
け
て
斜
航
す
る
第
五
末
広
丸
引
船
列
を

認
め
た
場
合
、
同
瀬
戸
の
右
側
端
に
寄
っ
て
航
行
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
同
人
は
、
同
引
船
列
の
前
方
を
航
過
し
よ
う

と
思
い
、
右
側
端
に
寄
っ
て
航
行
し
な
か
っ
た
職
務
上
の
過
失
に
よ
り
、
左
転
し
て
同
瀬
戸
の
左
側
端
を
航
行
し
て
第
五
末
広
丸
引
船
列

と
の
衝
突
を
招
き
、
明
福
丸
の
右
舷
中
央
部
外
板
に
破
口
を
伴
う
凹
損
を
、
台
船
に
右
舷
船
首
部
外
板
に
凹
損
を
生
じ
さ
せ
る
に
至
っ
た
。

以
上
の
A
受
審
人
の
所
為
に
対
し
て
は
、
海
難
審
判
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
を
適
用
し
て
同

人
を
戒
告
す
る
。

B
受
審
人
は
、
夜
間
、
音
戸
瀬
戸
を
南
下
す
る
場
合
、
右
側
端
に
寄
っ
て
航
行
す
る
べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
同
人
は
、

音
戸
渡
し
船
桟
橋
少
し
北
方
に
設
置
さ
れ
た
漁
船
の
い
け
す
の
状
況
を
十
分
に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
こ
れ
に
近
寄
る
と
接
触
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
同
瀬
戸
の
右
側
端
に
寄
っ
て
航
行
し
な
か
っ
た
職
務
上
の
過
失
に
よ
り
、
明
福
丸
と
の
衝
突
を
招
き
、
両
船
に

前
示
の
と
お
り
の
損
傷
を
生
じ
さ
せ
る
に
至
っ
た
。

以
上
の
B
受
審
人
の
所
為
に
対
し
て
は
、
海
難
審
判
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
を
適
用
し
て
同

人
を
戒
告
す
る
。
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C
受
審
人
の
所
為
は
、
本
件
発
生
の
原
因
と
な
ら
な
い
。

《
第
二
審
　
（
高
等
海
難
審
判
庁
）
》

A
受
審
人
は
、
夜
間
、
音
戸
瀬
戸
の
最
狭
部
に
向
け
て
北
上
中
、
両
末
広
丸
の
そ
れ
ぞ
れ
連
掲
す
る
白
、
白
、
白
三
灯
の
マ
ス
ト
灯
を

視
認
し
、
両
末
広
丸
が
曳
航
物
件
を
引
い
て
南
下
中
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
場
合
、
末
広
丸
引
船
列
と
最
狭
部
付
近
で
行
き
会
う
こ
と
に

な
る
か
ど
う
か
、
同
引
船
列
の
大
き
さ
や
水
道
の
可
航
幅
か
ら
互
い
に
安
全
に
行
き
会
う
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
る
よ
う
、

レ
ー
ダ
ー
や
双
眼
鏡
等
に
よ
り
、
同
引
船
列
の
灯
火
や
曳
航
状
態
を
確
か
め
る
な
ど
し
て
、
そ
の
動
静
を
十
分
に
監
視
す
べ
き
注
意
義
務

が
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
同
受
審
人
は
、
自
船
の
方
が
末
広
丸
引
船
列
よ
り
も
先
に
最
狭
部
付
近
を
通
過
で
き
る
も
の
と
思
い
、
同
引
船

列
の
動
静
を
十
分
に
監
視
し
な
か
っ
た
職
務
上
の
過
失
に
よ
り
、
互
い
に
水
道
の
最
狭
部
付
近
で
行
き
会
い
、
危
険
な
状
況
で
あ
る
こ
と

に
気
付
か
ず
、
水
道
の
南
側
の
広
い
水
域
に
お
い
て
行
き
あ
し
を
停
止
す
る
な
ど
末
広
丸
引
船
列
の
通
過
を
待
つ
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま

進
行
し
て
同
最
狭
部
付
近
で
同
引
船
列
と
の
衝
突
を
招
き
、
明
福
丸
の
右
舷
前
部
外
板
及
び
台
船
の
船
首
右
舷
側
の
外
板
に
そ
れ
ぞ
れ
破

白
を
伴
う
凹
損
を
生
じ
さ
せ
る
に
至
っ
た
。

以
上
の
A
受
審
人
の
所
為
に
対
し
て
は
、
海
難
審
判
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
を
適
用
し
て
、

同
人
を
戒
告
す
る
。

B
受
審
人
は
、
夜
間
、
末
広
丸
引
船
列
の
指
揮
を
と
っ
て
音
戸
瀬
戸
の
最
狭
部
付
近
を
南
下
中
、
北
上
す
る
明
福
丸
の
白
、
緑
二
灯
を

視
認
し
、
同
船
が
そ
の
ま
ま
北
上
す
る
と
、
最
狭
部
付
近
で
互
い
に
行
き
会
い
、
危
険
な
状
況
に
な
る
こ
と
を
知
っ
た
場
合
、
自
船
側
の

通
過
を
待
つ
よ
う
、
直
ち
に
警
告
信
号
を
行
う
べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
同
人
は
、
こ
れ
ま
で
も
他
船
の
方
が
自
船
側
の

通
過
を
待
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
明
福
丸
も
水
道
の
南
側
で
待
っ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
、
警
告
信
号
を
行
わ
な
か
っ
た

職
務
上
の
過
失
に
よ
り
、
同
最
狭
部
付
近
で
明
福
丸
と
の
衝
突
を
招
き
、
前
示
の
と
お
り
の
損
傷
を
生
じ
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
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以
上
の
B
受
審
人
の
所
為
に
対
し
て
は
、
海
難
審
判
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
を
適
用
し
て
、

同
人
を
戒
告
す
る
。

C
受
審
人
は
、
夜
間
、
B
受
審
人
の
指
揮
の
下
、
音
戸
瀬
戸
の
最
狭
部
付
近
を
南
下
中
、
北
上
す
る
明
福
丸
を
認
め
て
B
受
審
人
に
報

告
し
た
後
、
同
受
審
人
に
警
告
信
号
を
行
う
様
子
が
な
か
っ
た
場
合
、
警
告
信
号
を
行
う
こ
と
を
同
受
審
人
に
進
言
す
べ
き
注
意
義
務
が

あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
C
受
審
人
は
、
明
福
丸
が
水
道
の
南
側
で
自
船
側
の
通
過
を
待
っ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
、
B
受
審
人
に
警
告
信

号
を
行
う
こ
と
を
進
言
し
な
か
っ
た
職
務
上
の
過
失
に
よ
り
、
同
最
狭
部
付
近
で
明
福
丸
と
の
衝
突
を
招
き
、
前
示
の
と
お
り
の
損
傷
を

生
じ
さ
せ
る
に
至
っ
た
。

以
上
の
C
受
審
人
の
所
為
に
対
し
て
は
、
海
難
審
判
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
を
適
用
し
て
、

同
人
を
戒
告
す
る
。

【
事
実
概
要
】
（
5
）

明
福
丸
は
　
（
総
ト
ン
数
一
〇
二
ト
ン
全
長
三
二
・
七
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
、
専
ら
鋼
材

を
輸
送
す
る
船
尾
船
橋
型
貨
物
船
で
、
A
受
審
人
ほ
か
二
人
が
乗
り
組
み
、
空
倉
で
船
首
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
船
尾
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
喫

水
を
も
っ
て
、
平
成
八
年
一
一
月
一
一
日
二
一
時
一
〇
分
大
阪
港
を
発
し
、
広
島
県
呉
港
に
向
か
っ
た
。

A
受
審
人
は
、
自
ら
と
機
関
長
の
二
人
に
よ
る
単
独
の
四
時
間
交
替
の
船
橋
当
直
を
行
い
な
が
ら
瀬
戸
内
海
を
西
行
し
、
日
没
時
に
法

定
灯
火
を
掲
げ
、
翌
二
一
日
〇
四
時
〇
〇
分
呉
市
観
音
埼
南
方
沖
合
で
、
機
関
長
か
ら
当
直
を
引
き
継
ぎ
、
音
戸
瀬
戸
南
口
灯
浮
標
　
（
以

下
、
灯
浮
標
の
名
称
に
つ
い
て
は
　
「
音
戸
瀬
戸
」
　
を
省
略
す
る
。
）
　
に
向
け
て
自
動
操
舵
で
進
行
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
音
戸
瀬
戸
は
、
広
島
県
安
芸
郡
倉
橋
島
北
部
の
三
軒
屋
ノ
鼻
お
よ
び
呉
市
南
側
の
警
固
屋
間
を
北
口
、
同
島
清
盛
塚
お
よ

び
同
市
の
鼻
埼
間
を
南
口
と
す
る
、
ほ
ぼ
南
北
に
延
び
る
長
さ
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
最
狭
部
の
可
航
幅
が
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
狭
い
水
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道
で
、
鼻
埼
の
北
方
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
最
狭
部
に
音
戸
大
橋
が
架
け
ら
れ
て
お
り
、
南
北
の
水
道
入
口
が
大
き
く
湾
曲
し
て
い
て
水

道
の
見
通
し
が
悪
く
、
潮
流
が
最
強
時
に
は
約
四
ノ
ッ
ト
に
も
達
す
る
通
航
の
難
所
で
あ
る
う
え
に
、
一
日
平
均
約
七
〇
〇
隻
の
船
舶
が

通
航
す
る
こ
と
か
ら
、
操
船
者
に
と
っ
て
は
十
分
な
注
意
が
要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
海
上
保
安
庁
で
は
、
音
戸
瀬
戸
の
北
側
お
よ
び
南
側
に
北
口
灯
浮
標
お
よ
び
南
口
灯
浮
標
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、
通
航
船

舶
は
こ
れ
ら
の
灯
浮
標
を
左
に
見
て
航
行
す
る
こ
と
、
速
力
は
で
き
る
限
り
落
と
し
て
航
行
す
る
こ
と
、
行
き
会
う
際
に
は
、
早
め
に
右

転
し
て
左
舷
対
左
舷
で
航
過
す
る
こ
と
、
総
ト
ン
数
二
〇
〇
ト
ン
を
越
え
る
船
舶
は
他
船
を
追
い
越
し
た
り
、
行
き
会
い
を
避
け
る
こ
と

を
現
場
等
で
指
導
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
こ
と
を
瀬
戸
内
海
水
路
誌
に
掲
載
し
、
冊
子
類
を
船
舶
運
航
関
係
先
に
配
布
す
る
な
ど
し
て
周

知
を
図
っ
て
い
た
。

〇
四
時
一
〇
分
少
し
前
A
受
審
人
は
、
南
口
灯
浮
標
ま
で
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
接
近
し
た
と
き
、
レ
バ
ー
に
よ
る
操
舵
に
切
り
替
え
、

同
時
一
〇
分
半
少
し
前
に
右
転
を
開
始
し
、
同
時
二
分
少
し
前
音
戸
灯
台
か
ら
一
七
九
度
（
真
方
位
、
以
下
同
じ
。
）
八
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
地
点
で
、
針
路
を
音
戸
大
橋
橋
梁
灯
　
（
C
一
灯
）
　
（
以
下
、
橋
梁
灯
に
つ
い
て
は
　
「
音
戸
大
橋
」
　
を
省
略
す
る
。
）
　
に
向
く
〇
〇
九
度
に

定
め
、
機
関
を
約
八
ノ
ッ
ト
の
全
速
力
前
進
に
か
け
て
進
行
し
た
。

〇
四
時
二
分
音
戸
灯
台
か
ら
一
七
九
度
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
達
し
た
と
き
、
A
受
審
人
は
、
右
舷
船
首
七
度
五
二
〇
メ
ー
ト

ル
の
と
こ
ろ
に
、
第
五
末
広
丸
（
総
ト
ン
数
一
九
ト
ン
、
全
長
一
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
・
八
〇
メ
ー
ト

ル
）
お
よ
び
第
八
末
広
丸
（
総
ト
ン
数
一
九
ト
ン
、
全
長
一
三
・
四
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
）

の
両
船
（
「
両
末
広
丸
」
　
と
い
う
。
）
　
が
そ
れ
ぞ
れ
連
掲
す
る
白
、
白
、
白
三
灯
の
マ
ス
ト
灯
を
初
め
て
視
認
し
、
両
末
広
丸
が
並
航
し
て

曳
航
物
件
（
台
船
第
一
〇
〇
二
号
、
総
ト
ン
数
六
〇
〇
ト
ン
、
全
長
四
四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
・
八
〇

メ
ー
ト
ル
）
　
を
引
い
て
い
る
引
船
列
　
（
約
九
六
メ
ー
ト
ル
。
以
下
、
「
末
広
丸
引
船
列
」
　
と
い
う
。
）
　
で
、
音
戸
瀬
戸
を
南
下
し
て
い
る
も

の
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
、
同
受
審
人
は
、
こ
の
と
き
そ
の
ま
ま
北
上
す
る
と
同
引
船
列
と
水
道
の
最
狭
部
付
近
で
行
き
会
う
こ
と
と
な
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り
、
同
引
船
列
の
大
き
さ
や
水
道
の
可
航
幅
か
ら
、
互
い
に
行
き
会
う
こ
と
が
危
険
な
状
況
で
あ
っ
た
が
、
自
船
の
方
が
先
に
最
狭
部
付

近
を
通
過
で
き
る
も
の
と
思
い
、
レ
ー
ダ
ー
や
双
眼
鏡
な
ど
を
使
用
し
て
、
両
末
広
丸
の
舷
灯
、
被
曳
航
物
の
灯
火
、
同
引
船
列
の
大
き

さ
や
そ
の
曳
航
状
態
な
ど
を
確
か
め
る
な
ど
し
て
、
そ
の
動
静
を
十
分
に
監
視
し
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
こ
と
に
気
付
か
ず
、
同
引
船
列

が
呉
市
側
に
寄
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
様
子
を
見
よ
う
と
し
て
機
関
を
四
・
〇
ノ
ッ
ト
の
微
速
力
前
進
に
減
じ
、
折
か
ら
の
潮
流
に
乗
じ

て
六
・
五
ノ
ッ
ト
の
対
地
速
力
で
北
上
し
た
。

〇
四
時
一
一
分
半
わ
ず
か
前
A
受
審
人
は
、
音
戸
灯
台
か
ら
一
七
八
度
七
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
達
し
、
末
広
丸
引
船
列
の
方
位
が

変
わ
ら
な
い
で
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
両
末
広
丸
の
舷
灯
な
ど
の
灯
火
の
状
況
か
ら
、
同
引
船
列
が

水
道
の
中
央
に
向
け
て
航
行
し
て
き
て
お
り
、
更
に
北
上
す
る
と
最
狭
部
付
近
で
の
行
き
会
い
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
依

然
、
そ
の
動
静
を
十
分
に
監
視
せ
ず
、
直
ち
に
行
き
あ
し
を
止
め
た
り
、
右
転
す
る
な
ど
し
て
南
側
の
広
い
水
域
で
同
引
船
列
の
通
過
を

待
つ
こ
と
な
く
続
航
し
た
。

〇
四
時
二
一
分
わ
ず
か
前
A
受
審
人
は
、
鼻
埼
沖
の
石
灯
籠
を
右
舷
前
方
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
認
め
た
と
き
、
末
広
丸
引
船
列
が
更
に
右

に
転
じ
た
針
路
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
も
気
付
か
な
い
ま
ま
、
同
引
船
列
と
右
舷
を
対
し
て
航
過
す
る
つ
も
り
で
、
閃
光
に
よ
る
操
船
信

号
を
行
っ
て
徐
々
に
水
道
の
左
側
に
寄
せ
た
。
そ
し
て
、
同
受
審
人
は
、
同
時
二
一
分
わ
ず
か
過
ぎ
音
戸
灯
台
か
ら
一
七
八
度
五
八
〇
メ
ー

ト
ル
の
地
点
に
達
し
た
と
き
、
針
路
を
ほ
ぼ
橋
梁
灯
（
L
一
灯
）
に
向
く
〇
一
〇
度
と
し
、
同
時
二
一
分
半
わ
ず
か
過
ぎ
音
戸
大
橋
に
至
っ

た
と
き
、
同
引
船
列
が
既
に
水
道
の
右
側
に
寄
っ
て
い
た
も
の
の
、
な
お
も
同
引
船
列
を
右
舷
側
に
替
わ
そ
う
と
し
て
、
左
舵
を
と
っ
て

三
五
九
度
と
し
て
進
行
し
た
。
A
受
審
人
は
、
〇
四
時
二
二
分
少
し
前
、
両
末
広
丸
を
右
舷
至
近
に
替
わ
し
た
直
後
、
右
舷
船
首
方
近
く

に
台
船
第
一
〇
〇
一
号
　
（
以
下
、
「
台
船
」
　
と
い
う
。
）
　
を
初
め
て
視
認
し
、
衝
突
の
危
険
を
感
じ
た
が
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
〇

四
時
二
二
分
音
戸
灯
台
か
ら
一
七
四
度
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
お
い
て
、
明
福
丸
は
、
原
速
力
、
原
針
路
の
ま
ま
、
そ
の
右
舷
前
部

が
、
台
船
の
船
首
右
舷
端
に
前
方
か
ら
二
二
度
の
角
度
で
衝
突
し
た
。
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当
時
、
天
候
は
曇
で
風
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
潮
候
は
上
げ
潮
の
初
期
で
、
衝
突
地
点
付
近
に
は
2
・
5
ノ
ッ
ト
の
北
に
向
か
う
潮
流
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
両
末
広
丸
は
、
専
ら
台
船
の
曳
航
業
務
に
従
事
す
る
鋼
製
引
船
で
、
第
五
末
広
丸
に
は
、
B
受
審
人
ほ
か
一
人
が
乗
り
組
み
、
船

首
0
・
8
メ
ー
ト
ル
船
尾
2
・
2
メ
ー
ト
ル
の
喫
水
を
も
っ
て
、
一
方
、
第
八
末
広
丸
に
は
、
C
受
審
人
ほ
か
一
人
が
乗
り
組
み
、
船
首

一
・
〇
メ
ー
ト
ル
船
尾
二
・
六
メ
ー
ト
ル
の
喫
水
を
も
っ
て
、
非
日
航
の
鋼
製
台
船
を
曳
航
す
る
目
的
で
、
共
に
同
月
二
一
日
〇
一
時
〇

〇
分
広
島
県
佐
伯
郡
能
美
町
中
田
港
高
田
の
係
留
岸
壁
を
発
航
し
、
台
船
が
錨
泊
し
て
い
る
、
笠
磯
灯
標
か
ら
〇
八
五
度
一
・
〇
海
里
の

地
点
に
向
か
っ
た
。

B
受
審
人
は
、
前
示
錨
泊
地
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
、
第
五
末
広
丸
の
右
舷
側
に
第
八
末
広
丸
を
配
置
し
、
か
き
殻
約
四
〇
〇
ト
ン
を

積
載
し
、
喫
水
が
船
首
一
二
一
メ
ー
ト
ル
船
尾
一
・
六
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
台
船
の
曳
航
準
備
に
か
か
り
、
両
末
広
丸
の
船
首
尾
ビ
ッ
ト
に

直
径
五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
の
合
成
繊
維
製
ロ
ー
マ
乞
と
っ
て
両
船
を
並
列
に
つ
な
い
だ
。
そ
し
て
、
同
受
審
人
は
、
台

船
の
船
首
部
左
右
舷
先
端
部
の
ビ
ッ
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
係
止
し
た
、
直
径
三
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
長
さ
六
メ
ー
ト
ル
の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
ブ

ラ
イ
ダ
ル
状
態
と
し
て
シ
ャ
ツ
ク
ル
で
連
結
し
、
こ
れ
に
両
末
広
丸
の
各
曳
航
フ
ッ
ク
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
延
ば
し
た
、
直
径
六
〇
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
長
さ
三
五
メ
ー
ト
ル
の
合
成
繊
維
製
ロ
ー
プ
を
繋
ぎ
、
第
五
末
広
丸
の
船
尾
か
ら
台
船
の
後
端
ま
で
の
長
さ
を
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
末

広
丸
引
船
列
全
体
の
長
さ
を
九
六
メ
ー
ト
ル
と
し
た
う
え
で
、
同
日
〇
一
時
三
〇
分
同
錨
泊
地
を
発
し
、
C
受
審
人
を
指
揮
し
な
が
ら
福

山
港
に
向
け
て
曳
航
を
開
始
し
た
。

B
受
審
人
は
、
台
船
を
曳
航
す
る
に
当
た
り
、
同
船
に
法
定
灯
火
と
し
て
舷
灯
お
よ
び
船
尾
灯
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
こ
れ
ら
の
灯
火
を
表
示
し
な
い
で
、
台
船
の
前
部
で
甲
板
上
の
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
の
箇
所
と
、
後
部
マ
ス
ト
で
甲
板
上
の
高
さ
九
・

五
メ
ー
ト
ル
の
箇
所
に
、
二
秒
一
閃
の
白
色
点
滅
灯
各
一
個
を
、
同
マ
ス
ト
で
甲
板
上
の
高
さ
九
メ
ー
ト
ル
の
箇
所
に
、
黄
色
回
転
灯
を

そ
れ
ぞ
れ
点
灯
し
た
。
ま
た
、
同
受
審
人
は
、
第
五
末
広
丸
に
は
、
引
船
の
船
尾
か
ら
曳
航
物
件
の
後
端
ま
で
の
距
離
が
二
〇
〇
メ
ー
ト



37－海保大研究報告　第46巻　第2号

－37　－

ル
を
越
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
法
定
灯
火
の
ほ
か
に
マ
ス
ト
灯
一
個
を
増
掲
し
て
マ
ス
ト
灯
三
個
を
点
灯
し
、
第
八
末
広
丸
に
も
こ

れ
と
同
じ
灯
火
を
点
灯
さ
せ
て
い
た
。

発
航
後
、
B
受
審
人
は
、
単
独
で
船
橋
当
直
に
就
い
て
手
動
操
舵
に
当
た
り
、
と
き
ど
き
C
受
審
人
に
必
要
な
指
示
を
与
え
な
が
ら
、

五
・
五
ノ
ッ
ト
の
曳
航
速
力
で
音
戸
瀬
戸
に
向
か
い
、
〇
四
時
〇
六
分
北
口
灯
浮
標
を
左
舷
側
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
見
て
航
過
し
た
の
ち
、

潮
流
の
穏
や
か
な
呉
市
警
固
屋
側
寄
り
を
南
下
し
、
同
時
〇
八
分
半
音
戸
灯
台
か
ら
〇
七
八
度
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
達
し
た
と
き
、

針
路
を
水
道
の
東
側
側
端
に
向
く
一
九
六
度
に
定
め
、
折
か
ら
の
潮
流
に
抗
し
て
四
・
五
ノ
ッ
ト
の
対
地
速
力
で
進
行
し
た
。

〇
四
時
一
〇
分
半
少
し
過
ぎ
B
受
審
人
は
、
音
戸
灯
台
か
ら
一
四
四
度
三
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、
針
路
を
橋
梁
灯
　
（
C
二
灯
）
　
に

向
く
二
〇
五
度
に
転
じ
て
南
下
し
、
同
時
二
分
半
わ
ず
か
前
同
灯
台
か
ら
一
五
七
度
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
至
り
、
水
道
の
最
狭

部
付
近
に
差
し
掛
か
っ
た
と
き
、
C
受
審
人
か
ら
の
報
告
で
、
左
舷
船
首
九
度
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
、
明
福
丸
の
白
、
緑
二
灯

を
初
め
て
視
認
し
た
。
そ
し
て
、
B
受
審
人
は
、
明
福
丸
が
そ
の
ま
ま
北
上
し
て
く
る
と
、
水
道
最
狭
部
付
近
で
互
い
に
行
き
会
い
、
危

険
な
状
況
に
な
る
こ
と
を
知
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
も
他
船
の
方
が
末
広
丸
引
船
列
の
通
過
を
待
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
明

福
丸
も
水
道
の
南
側
で
待
っ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
、
自
船
側
の
通
過
を
待
つ
よ
う
警
告
信
号
を
行
わ
ず
、
水
道
の
右
側
端
に
寄
せ
る
こ

と
と
し
て
、
C
受
審
人
に
指
示
し
た
う
え
、
右
転
し
て
針
路
を
清
盛
塚
に
向
く
二
一
五
度
と
し
、
折
か
ら
強
ま
っ
た
潮
流
に
抗
し
て
右
方

に
二
〇
度
流
さ
れ
な
が
ら
、
三
二
ハ
ノ
ッ
ト
の
対
地
速
力
で
続
航
し
た
。

C
受
審
人
は
、
単
独
で
船
橋
当
直
に
就
い
て
手
動
操
舵
に
当
た
り
、
〇
四
時
二
分
半
わ
ず
か
前
音
戸
瀬
戸
の
最
狭
部
付
近
に
差
し
掛

か
っ
た
と
き
、
左
舷
船
首
方
に
来
航
す
る
明
福
丸
の
白
、
緑
二
灯
を
初
め
て
視
認
し
て
、
B
受
審
人
に
そ
の
旨
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
同

受
審
人
が
警
告
信
号
を
行
う
様
子
が
な
か
っ
た
が
、
同
船
が
水
道
の
南
側
で
自
船
側
の
通
過
を
待
っ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
、
B
受
審
人

に
対
し
て
警
告
信
号
を
行
う
こ
と
を
進
言
す
る
こ
と
も
、
ま
た
、
自
身
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
も
な
く
南
下
し
た
。

〇
四
時
一
二
分
半
B
受
審
人
は
、
自
船
側
が
陸
岸
に
近
付
き
過
ぎ
た
こ
と
に
気
付
く
と
と
も
に
、
明
福
丸
が
音
戸
側
に
寄
っ
て
接
近
し



海上衝突事件研究（海難審判）〔第八回〕一38

－38－

て
き
た
の
で
、
同
船
と
の
衝
突
の
危
険
を
感
じ
、
C
受
審
人
に
対
し
て
左
舵
一
杯
を
命
じ
て
自
身
も
左
舵
一
杯
を
と
っ
た
が
及
ば
ず
、
両

末
広
丸
の
船
首
が
橋
梁
灯
（
R
二
灯
）
　
に
向
首
す
る
一
五
〇
度
を
向
い
た
と
き
、
台
船
は
、
そ
の
船
首
が
一
九
二
度
を
向
い
て
、
前
示
の

と
お
り
衝
突
し
た
。

衝
突
の
結
果
、
明
福
丸
は
、
右
舷
前
部
外
板
に
破
口
を
伴
う
凹
損
を
生
じ
、
台
船
は
、
船
首
右
舷
端
の
外
板
に
破
口
を
伴
う
凹
損
を
生

じ
た
が
、
の
ち
い
ず
れ
も
修
理
さ
れ
た
。

【
主
張
に
対
す
る
判
断
】
（
6
）

本
件
は
、
音
戸
瀬
戸
の
最
狭
部
付
近
に
お
い
て
、
北
上
中
の
明
福
丸
と
南
下
中
の
末
広
丸
引
船
列
と
が
衝
突
し
た
事
件
で
あ
る
。

一
明
福
丸
側
補
佐
人
は
、
「
明
福
丸
及
び
末
広
丸
引
船
列
の
両
船
が
　
水
道
の
最
狭
部
付
近
に
お
い
て
互
い
に
行
き
会
う
際
に
、
そ
の
経

過
時
間
が
短
く
、
両
船
の
相
互
作
用
等
の
影
響
は
少
な
く
、
海
上
衝
突
予
防
法
第
九
条
の
適
用
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
同
条

を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。
仮
に
同
法
第
三
九
条
の
船
員
の
常
務
を
適
用
す
る
と
し
て
も
、
対
象
と
な
る
船
舶
は
、
海
上
保
安
庁
の
指
導
で

は
、
総
ト
ン
数
二
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
福
丸
は
こ
れ
に
該
当
し
な
い
。
ま
た
、
明
福
丸
は
、
同
引
船
列

が
水
路
の
左
側
端
に
寄
っ
て
南
下
し
た
た
め
に
、
左
舷
を
対
し
て
航
行
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
発
光
信
号
を
行
っ
て
左

側
端
に
寄
っ
て
航
行
し
た
も
の
で
、
正
当
で
あ
る
。
」
　
旨
主
張
す
る
。

以
下
、
明
福
丸
と
末
広
丸
引
船
列
と
が
、
音
戸
瀬
戸
の
最
狭
部
付
近
に
お
い
て
、
安
全
に
航
過
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
側
壁
影
響
に
つ
い
て

船
舶
が
、
水
深
が
急
激
に
深
く
な
っ
た
狭
水
道
を
航
行
す
る
と
き
に
は
、
水
道
の
一
方
に
偏
在
す
る
と
、
流
体
作
用
に
よ
り
、
船
体
に

岸
側
へ
の
吸
引
力
、
更
に
船
首
が
反
対
方
向
に
回
頭
す
る
反
発
の
側
壁
影
響
が
発
生
し
、
こ
れ
ら
は
、
船
体
の
中
心
線
か
ら
海
岸
線
で
あ
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る
側
壁
ま
で
の
距
離
が
船
幅
の
二
倍
以
下
に
な
る
と
顕
著
に
現
わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
側
壁
影
響
が
生
じ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
音
戸
大
橋
付
近
の
水
道
の
最
狭
部
に
お
い
て
は
、
明
福
丸
は
、
そ
の
船
幅
が
六
・
二
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
船

体
の
中
心
を
海
岸
か
ら
一
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
末
広
丸
引
船
列
側
は
、
台
船
の
幅
が
二
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
船
体
の
中

央
を
海
岸
か
ら
二
四
メ
ー
ト
ル
以
上
そ
れ
ぞ
れ
離
し
て
航
行
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

二
船
舶
間
の
相
互
作
用
の
影
響
に
つ
い
て

二
船
が
互
い
に
接
近
し
て
航
走
す
る
と
き
に
は
、
両
船
間
の
流
体
作
用
に
よ
り
、
各
船
が
左
右
不
釣
り
合
い
の
回
頭
モ
ー
メ
ン
ト
を
受

け
、
針
路
が
保
持
で
き
な
く
な
る
相
互
作
用
を
生
じ
る
。
一
般
的
に
相
互
作
用
は
、
そ
の
航
過
距
離
が
両
船
の
長
さ
の
和
以
下
に
接
近
す

る
と
発
生
し
、
両
船
の
長
さ
の
和
の
二
分
の
一
以
下
に
達
す
る
と
、
そ
の
影
響
が
急
激
に
増
加
し
て
危
険
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
末
広
丸
引
船
列
と
明
福
丸
と
が
安
全
に
航
過
す
る
に
は
、
両
船
舶
間
の
相
互
作
用
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
安
全
な
航
過
距
離
を

保
つ
こ
と
が
必
要
で
、
明
福
丸
の
垂
線
間
長
は
二
九
・
九
メ
ー
ト
ル
、
台
船
の
長
さ
は
四
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
六
・
九
五

メ
ー
ト
ル
以
上
の
船
間
距
離
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
末
広
丸
引
船
列
と
明
福
丸
と
が
、
狭
い
水
道
に
お
い
て
安
全
に
航
過
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
可
航
幅
は
、
側

壁
影
響
に
よ
る
も
の
が
三
六
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
船
舶
間
の
相
互
作
用
の
影
響
に
よ
る
も
の
が
三
七
・
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
こ
れ
に

台
船
の
船
幅
二
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
と
明
福
丸
の
船
幅
六
二
一
メ
ー
ト
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
二
分
の
一
を
加
え
る
と
八
二
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
が

必
要
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
音
戸
大
橋
付
近
の
水
道
の
最
狭
部
の
可
航
幅
は
、
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
側
壁
影
響
及
び
船
舶
間
の
相

互
作
用
の
影
響
を
考
慮
す
る
と
、
同
最
狭
部
付
近
に
お
い
て
、
末
広
丸
引
船
列
と
明
福
丸
と
が
互
い
に
行
き
会
う
こ
と
は
、
危
険
な
状
況

に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
「
音
戸
瀬
戸
に
お
け
る
航
行
安
全
対
策
」
写
に
よ
れ
ば
、
二
船
が
並
航
し
て
航
行
可
能
な
船
舶
の
上
限
は
、
二
船
が
同
じ
大
き
さ
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の
船
舶
と
し
た
場
合
、
水
道
の
最
狭
部
で
は
、
船
舶
の
長
さ
が
二
八
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
れ
に
相
当
す
る
約
二
二
〇
総
ト
ン
、
水
道
北
部
の

両
岸
間
の
距
離
が
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
は
、
船
舶
の
長
さ
が
四
五
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
れ
に
相
当
す
る
約
二
〇
〇
総
ト
ン
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
、
そ
れ
を
超
え
る
大
き
さ
の
船
舶
の
追
い
越
し
及
び
行
き
会
い
状
態
は
理
論
上
危
険
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
海
上
保
安
庁
で
は
、
二
〇
〇
総
ト
ン
を
超
え
る
船
舶
は
、
音
戸
瀬
戸
の
清
盛
塚
か
ら
音
戸
灯
台
ま
で
の
間
に
お
い
て
、

他
船
を
追
い
越
し
た
り
、
行
き
会
う
こ
と
を
避
け
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
「
音
戸
瀬
戸
に
お
け
る
航
行
安
全
対
策
」
写
の

算
定
根
拠
か
ら
は
、
単
に
一
方
の
船
舶
が
二
〇
〇
総
ト
ン
以
上
で
な
い
船
舶
で
あ
れ
ば
安
全
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
本
件
の
場

合
、
明
福
丸
は
一
〇
二
総
ト
ン
で
、
二
〇
〇
総
ト
ン
以
下
で
あ
る
も
の
の
、
台
船
の
大
き
さ
は
六
〇
〇
総
ト
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
水

道
の
最
狭
部
付
近
に
お
け
る
、
行
き
会
い
は
危
険
で
あ
り
、
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

三
水
道
最
狭
部
の
通
過
を
待
つ
べ
き
船
舶
に
つ
い
て

水
道
最
狭
部
付
近
の
行
き
会
い
を
避
け
る
た
め
に
、
明
福
丸
及
び
末
広
丸
引
船
列
の
い
ず
れ
の
船
舶
が
待
つ
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
同

最
狭
部
付
近
に
お
い
て
行
き
会
う
状
況
と
な
る
こ
と
を
認
め
得
る
時
点
に
お
い
て
、
待
機
す
る
こ
と
の
容
易
性
、
両
船
の
操
縦
性
能
等
か

ら
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
の
場
合
、
明
福
丸
と
比
較
し
て
末
広
丸
引
船
列
の
方
が
、
操
縦
性
能
が
劣
り
、
そ
の
長
さ
が
可
航
幅
よ
り
も
長
い
上
に
、
両
船
側

が
互
い
に
相
手
船
を
認
め
る
時
点
で
は
、
引
船
列
の
方
が
既
に
水
道
の
最
狭
部
付
近
に
差
し
掛
か
っ
て
い
た
。
一
方
、
明
福
丸
は
、
水
道

南
側
の
広
い
水
域
に
お
り
、
同
引
船
列
の
通
過
を
待
つ
こ
と
が
容
易
で
、
か
つ
、
操
縦
性
能
が
同
引
船
列
よ
り
優
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

船
員
の
常
務
に
よ
り
、
明
福
丸
が
引
船
列
の
航
過
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
（
傍
線
筆
者
。
以
下
、
同
じ
。
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、
側
壁
影
響
、
船
舶
間
の
相
互
作
用
の
影
響
を
考
慮
し
た
場
合
、
明
福
丸
と
末
広
丸
引
船
列
の
大
き
さ
等
か
ら
し
て

音
戸
瀬
戸
の
最
狭
部
付
近
に
お
い
て
、
両
船
が
互
い
に
行
き
会
う
こ
と
は
危
険
な
状
況
で
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
海
上

衝
突
予
防
法
第
九
条
の
適
用
の
余
地
は
な
い
。
更
に
両
船
の
操
縦
性
能
の
違
い
や
待
機
措
置
の
難
易
度
等
か
ら
、
北
上
す
る
明
福
丸
が
、
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水
道
の
南
側
で
同
引
船
列
の
通
過
を
待
つ
べ
き
で
あ
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
明
福
丸
側
補
佐
人
の
主
張
は
、
こ
れ
を
採
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

二
　
次
に
、
末
広
丸
引
船
列
側
補
佐
人
は
、
「
同
引
船
列
が
、
警
告
信
号
を
行
わ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
仮
に
同
信
号
を
明
福
丸
が
聴

取
し
た
と
し
て
も
、
既
に
同
船
に
衝
突
を
回
避
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、
衝
突
と
の
因
果
関
係
が
な
い
。
」
　
旨
主
張
す
る
。

以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

末
広
丸
引
船
列
側
に
お
い
て
、
音
戸
瀬
戸
を
北
上
す
る
明
福
丸
を
認
め
、
同
船
が
そ
の
ま
ま
北
上
す
る
と
最
狭
部
付
近
で
行
き
会
う
こ

と
を
知
っ
た
際
、
同
船
は
鼻
埼
の
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
手
前
で
、
そ
の
操
縦
性
能
等
か
ら
見
て
、
ま
だ
水
道
の
南
側
で
待
機
す
る
こ
と
が
十

分
可
能
で
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で
、
同
引
船
列
側
が
警
告
信
号
を
行
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
信
号
を
聴
取
し
た
明

福
丸
に
お
い
て
、
レ
ー
ダ
ー
や
双
眼
鏡
等
を
使
用
し
て
同
引
船
列
の
灯
火
や
、
そ
の
大
き
さ
、
曳
船
状
況
等
を
確
か
め
る
こ
と
が
促
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
同
引
船
列
と
最
狭
部
付
近
で
互
い
に
行
き
会
う
こ
と
は
、
そ
の
大
き
さ
や
水
道
の
可
航
幅
か
ら
危
険
な
状

況
で
あ
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
、
北
上
を
続
け
る
こ
と
を
思
い
止
ま
っ
た
可
能
性
が
十
分
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
末
広
丸
引
船
列
側
補
佐
人
の
主
張
は
、
こ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

【研究】音
戸
瀬
戸
は
、
呉
市
と
倉
橋
島
と
の
間
に
あ
る
水
道
で
、
広
島
や
呉
方
面
と
阪
神
方
面
を
結
ぶ
小
型
船
等
、
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
旅
客

船
、
付
近
沿
岸
の
漁
船
等
が
通
航
す
る
海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。
音
戸
瀬
戸
に
は
音
戸
大
橋
が
か
か
り
、
高
潮
水
面
か
ら
桁
下
ま
で
の

高
さ
は
二
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
制
限
が
あ
る
。
ま
た
同
瀬
戸
の
水
深
は
約
五
メ
ー
ト
ル
、
最
狭
部
の
可
航
幅
は
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
地
形
か
ら
通
航
船
舶
の
可
航
上
限
は
、
総
ト
ン
数
一
〇
〇
〇
ト
ン
と
い
わ
れ
て
い
る
〈
ヱ
。
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本
衝
突
事
件
は
、
長
さ
約
三
三
メ
ー
ト
ル
幅
約
六
メ
ー
ト
ル
の
貨
物
船
と
、
二
隻
の
引
船
に
曳
航
さ
れ
た
長
さ
四
四
メ
ー
ト
ル
幅
二
一

メ
ー
ト
ル
の
台
船
が
音
戸
瀬
戸
で
衝
突
し
た
も
の
で
、
そ
の
形
態
が
平
成
三
年
二
月
二
〇
日
に
同
海
域
で
発
生
し
た
引
船
第
七
十
七
善
栄

丸
被
引
台
船
辰
二
五
〇
〇
水
中
翼
船
こ
ん
ど
る
三
号
衝
突
事
件
（
以
下
、
「
平
成
三
年
衝
突
事
件
」
と
い
う
。
）
（
8
）
と
類
似
し
て
い
る
。
平

成
三
年
衝
突
事
件
の
第
一
審
（
平
成
三
年
広
審
第
四
九
号
）
　
で
は
、
北
行
中
の
水
中
翼
船
の
船
長
が
相
手
船
の
通
過
を
待
た
な
か
っ
た
と

し
て
四
級
海
技
士
　
（
航
海
）
　
の
業
務
の
〓
固
月
一
五
日
停
止
が
言
い
渡
さ
れ
た
が
、
南
行
中
の
引
船
列
側
船
長
に
は
懲
戒
処
分
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
（
9
）
。
第
二
審
（
平
成
四
年
第
二
審
第
一
四
号
）
で
は
、
北
行
中
の
水
中
翼
船
の
船
長
が
四
級
海
技
士
（
航
海
）
の
業
務
の
一
箇

月
停
止
　
（
わ
ん
曲
部
信
号
の
不
履
行
、
相
手
船
の
通
過
を
待
た
な
か
っ
た
こ
と
）
、
南
行
中
の
引
船
列
側
船
長
に
戒
告
（
見
張
り
不
十
分
、

警
告
信
号
の
不
履
行
）
が
言
い
渡
さ
れ
た
（
川
）
。

す
な
わ
ち
、
長
さ
約
二
八
メ
ー
ト
ル
幅
約
六
メ
ー
ト
ル
の
水
中
翼
船
と
、
引
船
に
曳
航
さ
れ
た
長
さ
五
七
メ
ー
ト
ル
幅
一
五
メ
ー
ト
ル

の
台
船
が
衝
突
し
た
平
成
三
年
衝
突
事
件
の
第
一
審
で
は
、
「
音
戸
瀬
戸
に
向
か
っ
て
南
口
付
近
を
北
上
中
、
船
首
方
に
同
瀬
戸
を
南
下
す

る
善
栄
丸
引
船
列
を
認
め
た
場
合
、
同
引
船
列
が
同
瀬
戸
の
右
側
を
通
航
し
て
お
り
、
こ
ん
ど
る
と
し
て
は
、
同
瀬
戸
の
右
側
を
互
い
に

左
舷
側
を
対
し
て
通
航
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
と
判
断
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
進
行
す
れ
ば
、
同
瀬
戸
通
航
船
舶
の
中
で
も
最
大
と

思
わ
れ
る
水
路
幅
の
約
四
分
の
一
に
あ
た
る
幅
を
有
す
る
大
型
台
船
を
え
い
航
し
た
、
同
引
船
列
と
最
狭
部
に
お
い
て
至
近
距
離
で
行
き

あ
う
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
多
数
の
乗
客
を
運
ぶ
旅
客
船
の
船
長
と
し
て
は
、
安
全
運
航
に
徹
し
、
同
引
船
列
の
通
過
を
待
つ
こ

と
が
船
員
の
常
務
と
し
て
要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
通
過
を
待
た
な
か
っ
た
こ
と
は
本
件
発
生
の
原
因
と
な
る
。
」
と
し
て
、
旅

客
船
と
い
う
特
殊
な
事
情
が
あ
る
も
の
の
、
両
船
は
安
全
に
航
過
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
、
水
中
翼
船
側
に
台
船
の
航
過
を
待
つ
べ

き
義
務
が
あ
っ
た
と
裁
決
し
て
い
る
。

ま
た
第
二
審
で
も
、
「
音
戸
瀬
戸
に
向
け
て
高
速
力
で
浮
上
航
行
中
、
同
瀬
戸
最
狭
部
を
南
下
中
の
第
七
十
七
善
栄
丸
被
引
台
船
辰
二
五

○
○
引
船
列
を
認
め
、
同
最
狭
部
で
行
き
会
う
態
勢
と
な
っ
た
場
合
、
同
引
船
列
の
大
き
さ
及
び
同
瀬
戸
の
可
航
幅
か
ら
判
断
し
、
互
い
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に
無
難
に
航
過
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
ら
、
機
関
を
停
止
し
て
同
引
船
列
の
通
過
を
待
つ
べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
の
に
、
こ
れ
を

怠
り
、
な
ん
と
か
左
舷
を
対
し
て
航
過
し
ょ
う
と
思
い
、
機
関
を
停
止
し
て
同
引
船
列
の
通
過
を
待
た
な
か
っ
た
こ
と
は
職
務
上
の
過
失

で
あ
る
。
」
　
と
し
て
、
第
一
審
と
同
様
の
裁
決
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
刑
事
裁
判
で
は
、
船
員
の
常
務
の
法
適
用
を
前
提
と
し
て
お
ら
ず
、
水
中
翼
船
船
長
に
対
す
る
注
意
義
務
の
内
容
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
〈
1
1
）
。

「
検
察
官
は
、
本
件
各
罪
に
お
け
る
注
意
義
務
の
内
容
と
し
て
、
減
速
か
つ
着
水
し
て
同
瀬
戸
へ
進
入
す
べ
き
注
意
義
務
に
と
ど
ま
ら
ず
、

同
瀬
戸
へ
の
進
入
自
体
を
差
し
控
え
る
べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
り
、
な
る
ほ
ど
前
記
認
定
の
と
お
り
、
狭
除
な
音

戸
瀬
戸
に
さ
し
か
か
り
、
そ
の
ま
ま
航
行
す
れ
ば
、
同
瀬
戸
北
側
か
ら
反
航
し
て
き
た
善
栄
丸
及
び
そ
れ
に
曳
か
れ
て
い
た
台
船
と
同
瀬

戸
最
狭
部
付
近
で
行
き
合
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
、
万
全
を
期
す
る
と
す
れ
ば
、
被
告
人
は
、
同
瀬
戸
へ
の
進
入
を
差

し
控
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
事
故
に
直
結
す
る
過
失
を
考
え
る
と
、
前

示
の
と
お
り
、
被
告
人
が
減
速
か
つ
着
水
し
て
同
瀬
戸
へ
進
入
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
こ
れ
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
操
船
に
よ
っ
て
も
本
件
事
故
を
避
け
得
ず
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
同
瀬
戸
に
進
入
す
る
こ
と
自
体
を
差
し

控
え
る
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。
」

海
難
原
因
を
究
明
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
海
難
審
判
と
、
刑
罰
の
実
現
を
目
的
と
す
る
刑
事
裁
判
に
お
け
る
過
失
の
捉
え
方
の
差
異

は
あ
る
も
の
の
（
誓
客
観
的
注
意
義
務
の
内
容
に
お
い
て
、
海
難
審
判
で
は
水
中
翼
船
が
音
戸
瀬
戸
へ
の
進
入
を
差
し
控
え
る
べ
き
で
あ
っ

た
と
し
て
い
る
が
、
刑
事
裁
判
で
は
進
入
す
る
こ
と
ま
で
否
定
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
直
近
過
失
を
前
提
と
す
る
刑
事
裁
判
で
は
、
減

速
か
つ
着
水
す
る
と
い
っ
た
進
入
方
法
の
問
題
に
言
及
し
、
た
と
え
可
航
水
域
が
狭
め
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
要
求
さ
れ
て
い
る
注
意

義
務
を
履
行
す
れ
ば
衝
突
事
故
は
回
避
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
一
方
、
海
難
審
判
で
は
衝
突
直
前
状
態
に
お
け
る
結
果
回
避
　
（
物

理
的
接
触
回
避
）
　
の
可
能
性
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
衝
突
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
両
船
が
安
全
に
航
過
す
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
行
為
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規
範
（
操
船
規
範
）
、
換
言
す
れ
ば
、
航
行
上
の
一
種
の
安
全
率
（
例
え
ば
、
安
全
に
航
過
す
る
た
め
の
両
船
間
の
距
離
に
つ
い
て
の
余
裕

比
率
）
を
高
く
設
定
し
て
　
（
以
下
、
「
避
航
領
域
拡
大
説
」
と
い
う
。
）
、
前
広
に
早
い
時
期
に
履
行
す
べ
き
衝
突
回
避
義
務
を
前
提
と
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
ほ
）
。

本
衝
突
事
件
は
平
成
三
年
衝
突
事
件
に
比
べ
て
、
北
上
中
の
船
舶
の
長
さ
が
約
五
メ
ー
ト
ル
長
く
（
幅
は
ほ
ぼ
同
一
）
、
台
船
の
長
さ
と

幅
は
各
々
約
二
二
メ
ー
ト
ル
と
三
メ
ー
ト
ル
短
い
。
ま
た
北
上
中
の
船
舶
の
種
類
や
航
行
形
態
が
異
な
り
、
衝
突
時
刻
も
本
衝
突
事
件
は

二
月
の
午
前
四
時
台
で
あ
る
の
に
対
し
、
平
成
三
年
衝
突
事
件
で
は
三
月
の
午
後
四
時
台
で
あ
り
、
視
認
性
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

し
か
し
同
海
域
で
発
生
し
た
二
つ
の
衝
突
事
件
に
は
、
こ
の
よ
う
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
本
衝
突
事
件
の
第
二
審
で
は
、
平
成
三
年
衝

突
事
件
の
海
難
審
判
と
同
様
に
、
船
員
の
常
務
に
よ
り
北
上
中
の
船
舶
が
音
戸
瀬
戸
の
南
方
海
域
で
引
船
列
の
通
過
を
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
て
避
航
領
域
拡
大
説
の
立
場
を
採
っ
て
い
る
　
（
本
衝
突
事
件
の
第
一
審
で
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
船
舶
を
優
先
的
に
通
航
さ

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
刑
事
新
刊
に
お
け
る
過
失
認
定
と
類
似
し
て
い
る
と
い
え
る
。
）
。

す
な
わ
ち
第
一
審
で
は
、
海
上
衝
突
予
防
法
第
九
条
第
一
項
に
基
づ
く
狭
い
水
道
等
の
航
法
の
右
側
端
航
行
義
務
違
反
を
原
因
と
し
て

い
る
が
、
第
二
審
で
は
、
音
戸
瀬
戸
の
最
狭
部
で
こ
れ
ら
の
船
舶
が
互
い
に
右
側
端
航
行
で
安
全
に
航
過
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

海
難
審
判
の
裁
決
で
は
珍
し
く
海
上
交
通
工
学
的
見
地
か
ら
側
壁
影
響
と
船
舶
間
の
相
互
作
用
の
影
響
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
航

行
中
の
二
船
の
間
に
働
く
相
互
作
用
の
影
響
に
関
し
て
は
、
一
般
に
両
船
の
船
長
の
和
程
度
以
下
の
至
近
距
離
に
入
る
と
直
接
こ
の
作
用

が
起
こ
り
、
そ
の
二
分
の
一
程
度
の
距
離
に
達
す
る
と
急
激
に
増
加
し
、
接
触
・
衝
突
の
事
故
を
起
こ
す
危
険
が
あ
る
と
す
る
有
力
な
説

（
1
4
）
を
根
拠
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
理
論
式
に
個
々
具
体
的
な
数
値
を
あ
て
は
め
て
計
算
す
る
と
、
狭
い
水
道
に
お
い
て
安
全
に

航
過
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
可
航
幅
は
約
八
三
メ
ー
ト
ル
に
な
り
、
音
戸
瀬
戸
の
最
狭
部
の
可
航
幅
で
あ
る
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
を
大

き
く
上
回
る
こ
と
に
な
り
、
側
壁
影
響
と
船
舶
間
の
相
互
作
用
の
影
響
を
考
慮
す
る
と
、
必
然
的
に
最
狭
部
で
両
船
が
互
い
に
行
き
会
う

こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
船
舶
が
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
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和

さ
ら
に
裁
決
で
言
及
し
て
い
る
「
音
戸
の
瀬
戸
に
お
け
る
航
行
安
全
対
策
」
｛
1
5
）
で
は
、
音
戸
瀬
戸
に
お
け
る
安
全
対
策
実
施
上
の
問
題

点
と
し
て
、
二
船
が
接
近
し
て
航
行
す
る
場
合
の
制
限
を
と
り
あ
げ
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
二
船
が
接
近
し
て
航
行
　
（
追
越
し

又
は
行
逢
い
）
　
す
る
際
、
両
船
が
互
い
に
反
発
し
吸
引
の
相
互
作
用
に
よ
る
針
路
の
偏
位
、
船
舶
と
陸
岸
と
の
間
の
返
り
波
の
影
響
に
偏

位
を
考
慮
す
る
必
要
あ
り
」
と
す
る
見
解
（
1
6
）
や
、
「
両
船
の
間
隔
は
両
船
の
長
さ
の
和
の
八
〇
％
以
上
、
両
船
と
陸
岸
と
の
離
岸
距
り
も
各

船
の
長
さ
の
八
〇
％
以
上
と
つ
て
航
行
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
す
る
見
解
（
1
7
）
を
理
論
的
根
拠
と
し
て
、
音
戸
瀬
戸
の
最
狭
部
に
お
け
る
二

船
が
接
近
航
行
可
能
な
船
舶
の
上
限
を
次
の
よ
う
に
計
算
し
て
い
る
。

鱒
野
苫
　
（
＝
こ
ー
丁
、
T
S
旦
き
き
　
の
○
ゝ
I
T
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T

鱒
野
望
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ふ
呂
与

∽
○
ゝ
I
 
T
＼
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司
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眈
什
「
汁
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「
J
＝
「
什
汁
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り
O
m
＝
〇
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0
‥
「
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∽
O
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＝
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．
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m
＝
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し
た
が
っ
て
・
船
の
長
さ
二
八
メ
ー
ト
ル
の
場
合
、
標
準
船
の
大
き
さ
は
約
二
二
〇
総
ト
ン
と
な
る
の
で
、
二
二
〇
総
ト
ン
以
上
の
船
の

追
越
し
や
行
き
会
い
は
理
論
上
危
険
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
水
道
北
部
の
マ
イ
ナ
ス
五
メ
ー
ト
ル
の
可
航
巾
が
二
〇
メ
ー
ト
ル

（
両
岸
か
ら
の
距
離
は
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
水
路
で
は
、
船
の
長
さ
は
約
四
五
メ
ー
ト
ル
と
な
る
の
で
、
標
準
船
の
大
き
さ
に
し
て
約
二

〇
〇
総
ト
ン
が
上
限
と
な
る
。
海
上
保
安
庁
は
、
一
般
的
注
意
事
項
の
一
つ
と
し
て
、
「
二
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
は
、
清
盛
塚
か
ら
音
戸

灯
台
ま
で
の
間
は
他
船
を
追
い
越
し
た
り
、
並
行
し
な
い
こ
と
。
」
と
い
う
航
法
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、
前
述
の
理
論
値
が
根
拠
に
な
っ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
算
定
根
拠
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
種
々
の
通
航
船
舶
の
個
々
具
体
的
な
船
舶
の
諸
元
を
も
と
に
し
た
無

数
の
追
い
越
し
や
行
き
会
い
の
組
み
合
わ
せ
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
一
定
の
制
約
条
件
の
も
と
で
行
わ
れ
た
特
定

の
船
形
に
基
づ
い
た
標
準
化
さ
れ
た
モ
デ
ル
で
あ
る
の
で
、
音
戸
瀬
戸
を
通
航
す
る
に
あ
た
っ
て
注
意
す
べ
き
事
項
を
明
文
化
す
る
上
で

の
一
種
の
目
安
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
（
い
う
ま
で
も
な
く
、
モ
デ
ル
の
学
問
的
評
価
は
高
く
、
航
行
安
全
上
の
貢
献
度
は
大
き
い
。
）
。

換
言
す
れ
ば
、
船
舶
の
操
縦
性
能
は
基
本
的
に
は
船
舶
の
長
さ
の
関
数
と
し
て
表
現
で
き
る
の
で
、
安
全
を
考
慮
し
た
各
種
の
隔
離
距
離

も
船
舶
の
長
さ
の
関
数
と
し
て
表
現
す
る
立
場
か
ら
モ
デ
ル
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
論
じ
ら
れ
る
が
、
①
実
際
の
音
戸
瀬
戸
に
お
い
て
、
前
述

の
モ
デ
ル
の
よ
う
に
船
舶
の
長
さ
や
操
縦
性
能
が
ま
っ
た
く
同
一
の
船
舶
が
行
き
会
う
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
く
、
②
そ
の
当
時
の
具
体

的
な
航
行
環
境
・
自
然
環
境
・
そ
の
他
の
事
情
等
か
ら
判
断
し
て
、
係
数
の
値
が
妥
当
で
あ
る
か
を
事
前
に
検
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
り
、
③
船
舶
の
長
さ
と
総
ト
ン
数
の
換
算
率
や
個
々
の
船
舶
の
特
殊
事
情
等
に
起
因
す
る
誤
差
等
の
問
題
を
考
慮
す
れ
ば
、
航
行
安
全

上
、
航
法
指
導
の
数
値
を
絶
対
的
な
基
準
と
し
て
断
定
的
に
受
け
入
れ
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
当
該
航
法
指
導
は
、
明
福
丸
が
二
〇
〇
総
ト
ン
を
越
え
な
い
の
で
最
狭
部
を
安
全
に
航
過
で
き
る
こ
と
を
保
証
し
た
も
の

で
は
な
く
、
相
手
船
の
長
さ
や
操
縦
性
能
等
を
無
視
す
る
こ
と
を
是
認
す
る
も
の
で
も
な
い
。
ま
た
配
布
さ
れ
て
い
る
航
法
指
導
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
船
舶
の
あ
ら
ゆ
る
航
行
形
態
の
注
意
事
項
を
網
羅
的
に
明
文
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
最
小
必
要
限
度
か
つ
一
般
的
な



47－海保大研究報告　第46巻　第2号

－47－

指
導
の
み
を
文
書
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
音
戸
瀬
戸
を
航
行
す
る
船
舶
は
、
そ
の
よ
う
な
趣
旨
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
最
終
的
な
判
断
は
船
長
が
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

一
方
、
モ
デ
ル
は
台
船
を
想
定
し
て
理
論
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
厳
格
に
い
え
ば
台
船
の
長
さ
や
幅
を
代
入
し

て
得
ら
れ
た
数
値
を
も
と
に
、
た
だ
ち
に
音
戸
瀬
戸
で
の
行
き
会
い
が
安
全
で
あ
る
か
否
か
を
断
定
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
　
（
但
し
、
台
船
と
貨
物
船
の
モ
デ
ル
が
将
来
的
に
完
成
し
た
場
合
、
避
航
領
域
拡
大
説
の
立
場
か
ら
本
衝
突
事
件
に
お
け
る
個
々

具
体
的
な
要
素
を
検
討
す
れ
ば
、
第
二
審
裁
決
と
同
様
、
音
戸
瀬
戸
の
最
狭
部
の
行
き
会
い
は
安
全
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
い
う
結
果

が
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
）
。
さ
ら
に
、
裁
決
は
そ
の
性
格
上
、
事
故
当
時
に
と
る
べ
き
で
あ
っ
た
行
為
規
範
を
論
じ
る
過
去
志
向
的
な

法
的
思
考
（
1
8
）
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
傾
向
に
あ
り
、
事
後
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
相
手
船
の
船
舶
の
諸
元
あ
る
い
は
操
縦
性
能
を
、
事
故

当
時
の
操
船
の
場
に
お
い
て
夜
間
に
ど
の
程
度
お
互
い
が
認
識
で
き
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

次
に
、
第
二
審
裁
決
で
は
、
音
戸
瀬
戸
の
最
狭
部
で
行
き
会
う
こ
と
が
危
険
で
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
船
舶
が
安
全
な
海
域
で

待
つ
べ
き
で
あ
る
と
し
、
待
機
す
る
こ
と
の
容
易
性
、
両
船
の
操
縦
性
能
等
か
ら
判
断
し
て
明
福
丸
が
引
船
列
の
航
過
を
待
つ
べ
き
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
音
戸
瀬
戸
は
北
口
に
比
べ
て
南
口
の
方
が
広
く
、
一
般
的
に
待
機
場
所
を
確
保
し
や
す
く
、
か
つ
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
貨
物
船
で
あ
る
明
福
丸
は
引
船
列
に
比
べ
る
と
操
縦
性
能
が
よ
く
、
す
で
に
引
船
列
が
先
に
最
狭
部
に
さ
し
．
か
か
っ
て
い

た
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、
船
員
の
常
務
に
よ
り
、
明
福
丸
が
安
全
な
海
域
で
待
機
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

可
航
幅
が
狭
す
ぎ
て
、
各
船
が
左
舷
対
左
舷
で
航
過
す
る
こ
と
が
危
険
な
海
域
で
は
、
右
側
端
航
行
義
務
を
履
行
す
べ
き
で
は
な
く
、

船
員
の
常
務
に
よ
る
注
意
義
務
に
よ
り
、
一
方
通
航
に
従
っ
て
航
行
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
1
9
）
。
一
方
通
航
に
関
し
て
は
、
音
戸

瀬
戸
を
通
航
す
る
比
較
的
大
き
な
船
舶
の
慣
行
と
し
て
・
南
航
船
優
先
の
航
法
（
空
が
確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
慣
行
は
、
行
き
会
い
が

不
可
能
な
場
合
は
、
第
一
義
的
に
は
待
機
し
や
す
い
北
航
船
が
南
航
船
の
航
過
を
待
つ
べ
き
で
あ
る
と
す
る
経
験
則
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
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一
方
、
平
成
三
年
衝
突
事
件
の
後
、
音
戸
瀬
戸
の
航
行
安
全
対
策
を
検
討
し
た
委
員
会
に
お
い
て
は
、
対
策
案
の
一
つ
と
し
て
、
次
の

よ
う
に
南
航
船
優
先
と
す
る
規
制
を
論
じ
て
い
る
。

「
水
道
最
狭
部
付
近
で
の
行
き
会
い
を
考
え
た
場
合
に
、
南
航
船
に
と
っ
て
水
道
内
に
避
航
す
る
余
裕
は
な
い
。
そ
こ
で
、
最
狭
部
の
通
過

に
つ
い
て
南
航
船
優
先
と
す
る
。
あ
る
大
き
さ
以
上
の
北
航
船
に
つ
い
て
は
、
あ
る
大
き
さ
以
上
の
南
航
船
が
水
道
内
に
あ
る
場
合
に
は
、

最
狭
部
付
近
で
の
行
会
い
を
避
け
る
た
め
に
、
水
道
内
に
進
入
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
南
航
船
に
つ
い
て
は
、
水
道
に
進
入
し
よ
う
と

す
る
北
航
船
が
あ
る
場
合
に
は
、
行
き
会
う
位
置
に
注
意
を
払
い
、
水
道
内
に
お
い
て
行
き
会
う
と
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
水
道
内
へ
の

進
入
を
禁
止
す
る
。
こ
の
規
制
の
要
点
は
水
道
内
に
お
い
て
安
全
に
行
き
会
う
こ
と
で
あ
る
が
、
南
航
船
の
進
入
を
許
す
北
航
船
の
位
置

が
最
大
の
問
題
点
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
れ
く
ら
い
の
船
舶
が
水
道
内
に
お
い
て
安
全
に
行
き
会
う
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
調
査
研
究
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
は
な
い
の
で
、
そ
の
判
断
は
、
南
航
船
の
判
断
に
委
ね
る
事
に
な
る
。
な
お
、
通
過
船
舶
に

対
し
て
反
航
船
の
情
報
提
供
の
手
段
を
講
じ
た
な
ら
ば
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
航
船
が
早
め
に
南
航
船
の
状
況
が
つ
か

め
れ
ば
、
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
減
速
に
よ
る
時
間
調
整
が
可
能
で
、
南
口
灯
浮
標
付
近
で
の
減
速
ま
た
は
機
関
の
停
止
を
行
わ
な
く
て
よ

い
。
」
（
2
1
）

ま
た
同
委
員
会
で
は
、
別
の
観
点
か
ら
引
船
列
と
一
般
船
舶
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「
曳
船
の
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
最
強
流
速
　
（
三
二
ハ
ノ
ッ
ト
）
　
の
逆
流
を
受
け
て
船
速
七
ノ
ッ
ト
で
北
航
す
る
場
合

（
対
地
速
力
三
・
四
ノ
ッ
ト
）
　
に
水
道
内
で
の
蛇
行
が
示
さ
れ
て
い
る
。
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
曳
船
の
最
大
船
速
八
ノ
ッ
ト
に

対
し
て
三
ノ
ッ
ト
の
余
裕
を
見
て
五
ノ
ッ
ト
で
航
行
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
曳
船
に
と
っ
て
も
音
戸
瀬
戸
通
過

の
た
め
に
は
最
低
四
ノ
ッ
ト
以
上
の
対
地
速
力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
水
道
の
長
さ
約
七
〇
〇
m
を
三
ノ
ッ

ト
で
は
約
八
分
、
四
ノ
ッ
ト
で
は
約
六
分
か
か
る
。
対
地
速
力
四
ノ
ッ
ト
の
曳
船
が
水
道
内
を
航
行
中
は
、
約
六
分
間
水
道
が
閉
塞
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
運
航
者
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
が
、
六
～
八
分
程
度
の
水
道
内
の
閉
塞
時
間
は
、
一
般
船
舶
に
と
っ
て
も
曳
船
を
避
け



49－海保大研究報告　第46巻　第2号

ー49－

待
機
す
る
時
間
と
し
て
、
航
行
安
全
を
考
え
れ
ば
許
容
で
き
る
時
間
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
」

（等

次
に
、
第
二
審
で
は
追
及
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
第
一
審
に
お
い
て
過
失
が
認
定
さ
れ
た
引
船
列
側
の
右
側
端
航
行
義
務
違
反
に
つ

い
て
論
じ
る
。
海
上
衝
突
予
防
法
第
一
九
条
第
一
項
で
は
、
狭
い
水
道
等
を
こ
れ
に
沿
っ
て
航
行
す
る
船
舶
は
、
「
安
全
で
あ
り
、
か
つ
、

実
行
に
適
す
る
限
り
」
、
狭
い
水
道
等
の
右
側
端
に
寄
っ
て
航
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
右
側
端
航
行
義
務

の
法
律
要
件
に
な
っ
て
い
る
安
全
で
あ
る
と
い
う
条
件
は
、
地
形
、
潮
流
、
風
等
の
自
然
条
件
や
交
通
量
の
事
情
等
を
総
合
的
に
勘
案
す

る
と
、
右
側
端
通
航
が
か
え
っ
て
危
険
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
実
行
に
適
す
る
と
い
う
条
件
は
、
例
え
ば
、
狭
い

水
道
の
左
側
に
あ
る
桟
橋
に
接
げ
ん
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
場
合
に
ま
で
右
側
通
航
を
義
務
づ
け
る
の
は
実
際
的
で
は
な
い
と
い
う
理
由

か
ら
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
㌘

し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
右
側
端
航
行
義
務
か
ら
免
除
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
き
わ
め
て
例
外
的
に
認
め

ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
例
え
ば
右
側
航
行
船
が
違
法
船
と
の
衝
突
を
避
け
よ
う
と
し
て
左
転
す
る
こ
と
は
、
判
例
上
適
当
な
運
用
方
法
と

し
て
是
認
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
た
だ
切
迫
し
た
危
険
を
避
け
る
た
め
の
措
置
等
の
場
合
に
お
い
て
の
み
是
認
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
㌘
ま
た
、
右
側
端
航
行
が
安
全
で
な
い
代
表
的
な
事
例
と
し
て
障
害
物
の
存
在
を
、
右
側
端

航
行
が
実
行
に
適
さ
な
い
代
表
的
な
事
例
と
し
て
左
側
に
あ
る
港
や
岸
壁
に
着
岸
す
る
と
き
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
て
い
る
文
献
も
あ
る
（
㌘

判
例
（
裁
決
取
消
請
求
事
件
）
垂
で
は
・
狭
い
水
道
に
お
け
る
右
側
航
行
を
定
め
る
条
項
は
、
海
上
衝
突
予
防
法
の
「
他
の
航
法
に
関

す
る
規
定
が
具
体
的
に
衝
突
の
危
険
を
生
じ
た
船
舶
間
を
規
律
す
る
の
と
異
な
り
、
現
に
衝
突
の
お
そ
れ
が
存
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
り

な
く
適
用
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
か
ら
、
前
叙
の
条
件
を
み
た
さ
な
い
も
の
と
し
て
そ
の
右
側
航
行
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、
単
に
右
側

以
外
を
航
行
し
て
も
実
際
危
険
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
足
り
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
他
面
右
側
航
行
に
つ
い
て
現
実
に
切

迫
し
た
危
険
の
存
す
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
さ
ら
に
軽
度
の
運
航
上
の
危
険
を
避
け
る
た
め
、
す
な

わ
ち
、
航
法
に
関
す
る
諸
規
定
並
び
に
船
員
と
し
て
の
通
常
の
経
験
と
慣
行
に
照
ら
し
て
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、
船
舶
の
安
全
な
運
航
の
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た
め
に
水
道
の
右
側
に
就
く
こ
と
、
ま
た
は
右
側
を
続
航
す
る
こ
と
を
避
け
る
の
を
相
当
と
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
水
道
の
中
央
ま
た
は

左
側
を
航
行
す
る
こ
と
も
許
容
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
右
側
端
航
行
義
務
か
ら
の
離
反
に
関
す
る
抽
象
的
な
要
件
を

判
示
し
て
い
る
。

最
後
に
、
本
衝
突
事
件
の
第
二
審
裁
決
で
は
、
第
一
審
で
は
戒
告
さ
れ
な
か
っ
た
C
受
審
人
に
懲
戒
処
分
を
言
い
渡
し
て
い
る
の
で
、

懲
戒
の
意
義
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
。
海
難
審
判
法
第
五
条
（
懲
戒
）
　
で
は
、
「
懲
戒
は
、
次
の
三
種
と
し
、
そ
の
適
用
は
、
所

為
の
軽
重
に
従
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。
」
と
あ
り
、
懲
戒
の
種
類
を
免
許
の
取
消
し
、
業
務
の
停
止
、
戒
告
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
法
第
六

条
（
懲
戒
の
免
除
）
　
で
は
、
「
海
難
審
判
庁
は
、
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
海
難
の
性
質
若
し
く
は
状
況
又
は
そ
の
者

の
閲
歴
そ
の
他
の
情
状
に
徴
し
、
懲
戒
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
特
に
こ
れ
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
あ
り
、
一
定
の

免
除
要
件
を
定
め
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
法
規
範
文
の
上
で
は
、
免
除
規
定
は
あ
る
も
の
の
、
所
為
の
軽
重
が
一
つ
の
判
断
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
海
難
審
判
庁

内
に
詳
細
な
基
準
が
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
所
為
の
軽
重
と
は
、
故
意
、
過
失
の
程
度
と
社
会
的
影
響
の
深
浅
を
含
む
も
の
で

あ
る
。
た
と
え
、
そ
の
行
為
に
過
失
あ
る
も
、
海
難
な
け
れ
ば
摘
賛
さ
れ
ず
、
海
難
あ
り
と
す
る
も
、
事
態
軽
微
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
問

題
と
な
ら
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
即
ち
、
原
因
と
結
果
と
を
合
わ
せ
考
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
社
会
的
影
響
と
は
損
害
の
軽
重
を
も

含
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
裁
量
は
審
判
所
の
自
由
に
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
の
ず
か
ら
一
貫
し
た
通
念
の
あ
る
こ

と
は
、
海
員
懲
戒
法
時
代
の
そ
れ
に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
す
る
見
解
（
￥
や
・
「
懲
戒
裁
決
を
す
る
た
め
に
は
、
原
因
裁

決
で
明
ら
か
に
な
っ
た
原
因
事
実
の
中
に
理
事
官
が
指
定
し
た
受
審
人
の
職
務
行
為
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
受
有

す
る
免
許
が
職
務
行
為
に
有
効
に
行
使
さ
れ
て
い
た
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
そ
の
行
為
が
海
難
原
因
の
全
部
又
は
一
部
を
構

成
し
、
法
令
の
規
定
又
は
船
員
の
常
務
に
照
ら
し
、
行
政
上
の
制
裁
を
加
え
る
べ
き
非
難
に
値
す
る
故
意
又
は
過
失
に
相
当
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
、
海
難
審
判
庁
の
法
的
評
価
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
す
る
見
解
（
2
8
）
も
あ
る
。
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本
衝
突
事
件
の
第
一
審
懲
戒
裁
決
で
は
、
受
審
人
た
る
明
福
丸
船
長
と
受
審
人
た
る
第
五
末
広
丸
船
長
に
戒
告
が
言
い
渡
さ
れ
、
受
審

人
た
る
第
八
末
広
丸
船
長
は
戒
告
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
第
二
審
懲
戒
裁
決
で
は
、
三
人
の
受
審
人
に
等
し
く
戒
告
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
一

方
、
法
目
的
や
法
制
度
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
刑
事
事
件
に
お
い
て
は
、
明
福
丸
船
長
に
罰
金
一
〇
万
円
　
（
略
式
）
　
が
言
い
渡
さ
れ
た

が
、
第
五
末
広
丸
船
長
は
起
訴
猶
予
処
分
と
な
り
、
第
八
末
広
丸
船
長
は
送
致
さ
れ
て
い
な
い
。
懲
戒
の
決
定
は
確
か
に
海
難
審
判
庁
の

裁
量
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
当
事
者
間
の
民
事
の
問
題
（
哲
に
大
き
く
影
響
す
る
と
と
も
に
・
当
事
者
の
社
会
的
制
裁
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
そ
の
有
無
は
想
像
以
上
に
大
き
い
場
合
も
あ
る
。
刑
事
法
の
分
野
で
は
、
量
刑
の
判
断
基
準
に
関
す
る
研
究
も
行
わ
れ
て

い
る
の
で
、
海
難
審
判
に
お
け
る
懲
戒
の
標
準
化
に
関
す
る
計
量
法
律
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
垂
も
不
可
能
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

【注】（1）（2）（3）（4）（5）（6）（7）

海
難
審
判
庁
裁
決
録
平
成
一
〇
年
七
・
八
・
九
月
分
裁
決
録
。
理
事
官
二
審
請
求
。
受
審
人
B
C
補
佐
人
二
審
請
求
。

海
難
審
判
庁
裁
決
録
平
成
二
年
一
〇
・
二
　
二
一
月
分
裁
決
録
。

略
式
に
て
罰
金
一
〇
万
円
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
二
五
日
）
。

起
訴
猶
予
　
（
平
成
九
年
二
一
月
二
五
日
）
。

事
実
概
要
に
つ
い
て
は
、
第
二
審
裁
決
の
　
「
事
実
の
経
過
」

第
二
審
裁
決
。
海
難
審
判
庁
裁
決
録
平
成
一
一
年
一
〇
・
一

呉
海
上
保
安
部
、
音
戸
の
瀬
戸
に
お
け
る
航
行
安
全
対
策
、

通
常
の
航
路
と
し
て
い
る
九
九
八
総
ト
ン
の
廃
棄
物
運
搬
船

を
引
用
し
た
。

一
・
二
一
月
分
裁
決
録
、
二
四
〇
五
～
二
四
〇
八
貢
。

昭
和
五
三
年
、
一
頁
。
な
お
、
呉
海
上
保
安
部
の
調
べ
に
よ
る
と
、
音
戸
瀬
戸
を

（
全
長
七
三
二
一
二
メ
ー
ト
ル
）
　
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
拙
稿
、
海
上
衝
突
事
件
研
究
【
第
五
回
】
引
船
第
七
十
七
善
栄
丸
被
引
台
船
辰
二
五
〇
〇
水
中
翼
船
こ
ん
ど
る
三
号
衝
突
事
件
、
海
保
大
研
究

報
告
第
四
一
巻
第
二
号
二
五
頁
。

（
9
）
　
平
成
三
・
広
審
・
四
九
号
（
平
成
三
二
二
二
二
〇
）
　
平
成
四
年
一
二
一
二
二
月
分
裁
決
録
第
一
・
二
・
三
合
併
号
二
九
一
貢
。
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（10）（‖）（12）（13）（14）（15）（16）（17）（18）（19）（20）（21）（22）（23）（24）（25）（26）（27）（28）（29）

平
成
四
二
一
番
二
四
号
（
平
成
六
二
・
七
）
　
平
成
六
年
一
・
二
二
二
月
分
裁
決
録
第
一
・
二
・
三
合
併
号
三
頁
。

広
島
地
判
平
六
・
一
・
二
五
　
（
判
例
集
末
掲
載
）
。

和
田
啓
史
、
船
舶
の
衝
突
と
三
つ
の
過
失
論
、
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
第
六
号
二
九
八
四
）
、
二
五
頁
。

拙
稿
前
掲
論
文
、
五
〇
頁
。

岩
井
聡
、
操
船
論
、
昭
和
四
二
年
、
海
文
堂
、
七
七
～
七
九
頁
。

呉
海
上
保
安
部
、
音
戸
の
瀬
戸
に
お
け
る
航
行
安
全
対
策
、
昭
和
五
三
年
、
一
〇
～
一
一
貢
。

前
掲
「
音
戸
の
瀬
戸
に
お
け
る
航
行
安
全
対
策
」
　
の
l
 
O
頁
に
は
、
東
京
商
船
大
学
岩
井
聡
教
授
の
著
書
「
操
船
論
」
か
ら
引
用
し
た
と
の
記

述
が
あ
る
。

前
掲
「
音
戸
の
瀬
戸
に
お
け
る
航
行
安
全
対
策
」
　
の
一
〇
～
〓
頁
に
は
、
フ
ェ
リ
ー
ふ
た
ば
と
貨
物
船
グ
レ
ー
ト
ビ
ク
ト
リ
ー
号
衝
突
の
海

難
審
判
の
証
言
（
元
高
等
海
難
審
判
庁
首
席
審
判
官
・
海
技
大
学
校
教
授
）
　
か
ら
引
用
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
。

拙
稿
、
所
謂
「
船
員
の
常
務
」
　
に
つ
い
て
の
一
考
察
、
海
保
大
研
環
－
裏
口
法
文
学
系
第
三
五
巻
第
二
号
二
二
頁
。

海
事
法
研
究
会
編
、
概
説
海
上
交
通
法
、
海
文
堂
、
昭
和
六
〇
年
．
八
二
貢
。

日
本
海
難
防
止
協
会
、
狭
水
道
に
お
け
る
航
行
安
全
対
策
の
開
発
に
関
す
る
調
査
研
究
完
了
報
告
書
、
平
成
六
年
、
一
九
〇
頁
。

日
本
海
難
防
止
協
会
、
前
掲
報
告
書
、
平
成
六
年
、
一
九
〇
頁
。
な
お
、
南
航
船
優
先
と
す
る
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
水
道
に
進
入
し
よ
う
と

す
る
北
航
船
が
あ
る
場
合
は
南
航
船
に
進
入
を
禁
止
す
る
の
で
、
本
報
告
書
は
あ
く
ま
で
も
原
則
論
を
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

日
本
海
難
防
止
協
会
、
前
掲
報
告
書
、
平
成
六
年
、
一
八
七
～
一
八
八
頁
。

海
上
保
安
庁
監
修
、
海
上
衝
突
予
防
法
の
解
説
、
海
文
堂
、
平
成
五
年
、
三
三
頁
。

藤
崎
道
好
、
新
海
上
衝
突
予
防
法
、
白
泉
社
、
昭
和
二
九
年
、
二
五
〇
頁
。

海
事
法
研
究
会
編
、
前
掲
書
、
八
二
貢
。

最
判
昭
四
三
・
二
・
二
七
民
集
二
二
・
二
二
二
八
二
。

斎
藤
浄
元
、
海
難
審
判
法
、
日
本
海
事
振
興
会
、
昭
和
二
三
年
、
五
三
～
五
四
貢
。

今
西
保
彦
、
海
難
審
判
の
実
務
、
成
山
堂
、
昭
和
五
二
年
、
一
五
五
～
一
五
六
頁
。

「
事
故
の
原
因
に
、
主
因
と
一
因
が
あ
る
と
き
は
、
示
談
で
は
二
対
一
の
割
合
と
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
行
政
処
分
で
業
務
停
止
が
二
月
対
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一
月
の
と
き
も
二
対
一
の
割
合
で
あ
る
。
」
海
難
審
判
庁
、
衝
突
事
件
等
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
（
合
本
）
、
昭
和
六
二
年
、
四
四
頁
。

（
3
0
）
　
三
井
誠
、
法
学
に
お
け
る
計
量
的
研
究
、
行
動
計
量
学
第
二
巻
第
二
号
四
三
頁
。
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